つつじが丘統一自治会環境担当　平成２８年度への引継ぎ資料　

　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２７年度　環境担当
（■■・■■）

環境担当は、正副２名にて統一自治会としての環境に関する職務を担当します。

主要な職務項目とおおよその要領を以下に示します。過年度の環境担当のファイルから実績・記録を参照すると、作業のタイミングや細部がより判り易いと思います。

１．公共施設等の清掃関係とりまとめ（資料_環境2関連参照)

自治会の公共施設等の掃除当番とりまとめを、年度当初の役員会にて当番表を提出する。

（4月役員会資料案で準備しています）。清掃実作業は、各単位自治会で実施。
·  集会所の掃除当番：各単位自治会の担当期間交替制で行う。

「集会所の清掃当番ノート」に実施状況を記入する(集会所に常備)。

·  町名碑周辺の整備清掃：１～８丁目の自治会役員のボランティアによる清掃作業

「町名碑周辺清掃記録」を持ち回りで記入（単位自治会長管理）

◎ 集会所＆町名碑の清掃当番の月別順は〔公共施設等の清掃関係表〕ファイルを参照。
２．環境関係の統一自治会予算管理および執行　

環境関係の統一自治会予算は下記のとおりです。

予算内で年度執行できるように年度をとおして管理を行う。

ゴミステーションの清掃用備品関係等は単位自治会で購入する。

その費用は、請求をうけて統一自治会の環境の予算から支出する。

払出し請求はその都度会計に回すとともに出納管理も会計担当が行う。

環境の実質作業は「仲介」になる。

年度予算枠を超えるペースの場合は、抑制を各単位自治会に要請する。

　　　　平成２７年度単位自治会費用（平成２８年度も同様）　　

　　　「清掃対策費」1０万円　＋「環境美化対策費」１０万円　＝　２０万円
１．清掃対策費　１０万円･････主に草刈機新規購入・メンテナンス・燃料予算

２．環境美化対策費　１０万円･････主に市民清掃等（飲み物）、各単位自治会清掃備品

３．公園清掃の緑ごみ回収のとりまとめ（毎月1回）（資料_環境5関連参照)

公園清掃の緑ごみは、通常の「家庭の緑ごみ回収（基本第２月曜）」と異なり、別途回収される。そのとりまとめを行う。

公園清掃は原則第３日曜日（８月のみ第４週）に行う。

清掃翌日の月曜日中に緑ごみの袋の数をとりまとめて市（水と緑の推進課）に連絡・回収依頼を行う。回収は翌火曜日の実施となる。環境副担当が市との調整を行う。

各単位自治会から環境副担当に電話連絡経路を徹底されると良い。 
４．役員会＆事務局会議の対応

市民清掃等の各種環境関連の活動動員展開や、ごみ出しマナーなどの環境に関する

啓蒙回覧文書の作成を行う。

作成した資料、回覧及びその活動等は、役員会の承認のもと行う。

その資料、活動等を役委員会で説明・展開しとりまとめを行う。

ほぼ毎月、資料作成や報告・説明・とりまとめが必要になる。

資料は、必要部数印刷して各委員会までに準備し配布する。

（H27年度は、役員会資料；３０部、回覧資料は各丁の班数合計；７８部用意しました）。

資料は、事務局会と役員会で重複して準備する必要はありません。

できるだけ事務局会に間に合わせるように準備し、役員会は承認をとるだけにします。

◎ 平成２８年度の活動開始にあたり、平成２８年4月役員会資料案一式を準備しますので、

 ４月の役員会で提出・説明してください。

＊４月１日から環境の仕事はスタートしますので、事前に過去の実施実績を参考にして下さい。

◎ 会議で「回覧」の発行の要望があればテーマに合った文面を作成し、役員会の承認を受け、必要枚数を印刷し各自治会の会長に回覧を依頼します。

◎ 事務局会議に環境担当の計画案や実施項目等の資料を作成し各担当に配布します。

◎ 役員会で各行事や執務事項の承認を受けます。

５．市民清掃の計画と連絡調整　（資料_環境4関連参照)

市民清掃（夏期及び秋期）についての清掃分担配置、清掃機材の整備／準備及び行政との連絡調整を行う。

・市民清掃のつつじが丘分担区域に対する人員の配置調整

・ごみ集積場所に関する市役所との連絡調整

・市民清掃当日の連絡窓口(待機)及び参加

・夏期市民清掃は、通常７月第１日曜（大安寺川清掃はH26年より不参加としました。）
・秋期市民清掃は通常１１月第１日曜に実施される。

・市民清掃の日程は４月の連合自治会で決定されます。統一自治会長に確認してください。

・夏期市民清掃の計画準備は、平成２７年度の活動開始後ただちに（4月の役員会から）、

各種とりまとめ作業開始が必要です。
◎ ４月役員会で資料により、計画・分担を説明し、単位自治会への割当て動員を要請してください。

５月役員会では、分担箇所の動員説明を行い、６月役員会で各単位自治会から被動員者を

選定連絡してもらい、細部要領説明を行う。

◎ 草刈機取扱いについては、必要により４月か５月に講習会を開くか役員会にて協議ください。

◎ 市民清掃ごみ集積場所の地図を市役所（いきいき楽習課）へ市民清掃の日より前

（６月と１０月）に提出し、市からゴミの回収をしてもらう必要があります。

市から、各単位自治会長宛に、５月末～６月初旬に案内（ごみ集積場所図も含む）が届きます。

環境担当には上記書類は送られてこない為、各自治会長に任せたほうがいいと思います。
（環境担当が取りまとめるとややこしくなります。）
·  市民清掃日の前日までに草刈機の点検、整備を行い、燃料（混合ガソリン）を準備します。

草刈機のメンテナンス（修理・刃の交換）は、JAにお願いしています。

　　　　JA鵜沼農機センター(加藤さん)　　　TEL（３７９）３９８１

　※　草刈機は使用後燃料を抜いて空運転＋ゴミの除去を行って油を打って収納する事。
　※　草刈機の使用及び貸し出しにおいては慎重に行ったほうがいいと思います。
　　　草刈機の危険性、事故事例等把握し使用者の責任のもとに貸し出すというルールを
　　　役員会の場でも周知しておき、自己（自治会）防衛策をとっておくべきです。

· 市民清掃の実施要領詳細は、役員会／事務局会にて各単位自治会に周知しておきます。

（注意事項等は役員会にて説明し、議事録に残るようにしておくほうがいいと思います。）
◎　当日のゴミ袋は役員及び班長が持参します。
◎　秋期市民清掃の計画は、夏期と同様です。

９月の役員会に１１月に行われる市民清掃の計画を提案する。

秋期は夏期市民清掃を参考にして下さい。

その他； 

· 草刈機は単位自治会や統一自治会承認の団体から借用を申し込まれたら、環境担当の管理のもと貸与する。　　

・上池クラブは、鍵を保管しています。

・シニアクラブには上池クラブから鍵を借りるよう依頼してあります。

・使用後はノートに草刈り機の異常の有無を記入する。

・草刈機の使用はメンテナンスを参考にしてください。

６．空地の草刈について　；　夏期（７月）、秋期（１１月）（資料_環境3関連参照）

夏期(7月)および秋期（11月）に、空地（空き家で草刈り処理が必要なところを含む）の

草刈り実施のための諸調整を実施する。

地主さんへの連絡・調整作業は、基本的に夏秋束ねて１回で対応します。

業者への草刈り実施依頼と支払は、夏・秋 それぞれ個別に行う。

· 毎年度統一自治会長が変わりますので、4月役員会時に、口座（東濃信用金庫）の

会長名義変更の届出を、新統一自治会長に依頼して下さい。

　平成２７年度の作業推移実績
1） 空地のリスト作成

　　　　　　前年度の「つつじが丘自治会第２種会員住所名簿及び空地草刈状況」から今現在の　　

空地・空家（草刈りが必要）の現状（新築叉は，駐車場，菜園等で使用していないか）を、地図に表示して各単位自治会長に調査を依頼する。　［４月役員会で依頼］

２）　造園業者（各務原造園株式会社）との連絡・契約　　　　〔５月頭〕

　　　　　ＴＥＬ　３７０－５１１８　　　ＦＡＸ　３７０－５１１９

３）　必要書類の作成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔５月中〕

　　　　㋐　封筒　　　　〔各務原造園手配〕　宛名は環境担当にて記入し、発送
　　　　㋑　返信用はがき〔各務原造園手配〕
　　　　㋒　通知文書　　〔各務原造園手配〕
　　　　㋓　切手　　　　〔各務原造園手配〕
　　　　㋔　銀行振込用紙〔自治会手配〕(4月に統一自治会長に依頼)　　　　　　

4） 地主への発送　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔5月下旬〕

5） 返答期限　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔６月中旬〕

6） 代金入金期限および確認　　　　　　　　　　　　　　〔６月末〕

7） 業者への草刈り依頼

入金の確認できた区画範囲について、草刈り実施を業者に依頼〔７月上旬／10月下旬〕

8） 業者への支払い　

草刈り実施後、請求書を確認し振り込みを統一自治会長に依頼　（業者請求後速やかに）

（預金通帳は環境担当で管理、印鑑は統一自治会長が管理し、振り込み依頼します）

◎　回答や振り込みがない場合や草刈に応じない地主もあり、都度催促が必要になります。

 草刈に応じない地主に対しての対応策として、各務原市生活環境課TEL (383)4232に相談し文書を発送してもらうこともできます。また、「火災予防条例」に従い秋期に草刈をせずに枯草を放置している地主には、行政として消防署より直に通告されます。

◎　草刈の各務原造園の代金は、２７年度は以下の通りでした。

年２回「夏期と秋期」で２４，０００円（夏期１５，０００円／秋期９，０００円）

Ｈ２８年度については業者と契約時に条件を確認してください。
·  平成２７年度は草刈前と草刈後の写真を業者（各務原造園）より提出して頂き、その写真を業者より地主へ郵送してもらいました。

　　※夏期は７月になっていますが、市民清掃より前に実施してほしいという意見があります。６月中に実施することになるとスケジュールが大変ですが、６月実施が望ましいと思います。
７．街路樹の落ち葉対策　（資料_環境6関連参照)

　（1）落ち葉回収住民の確認（9月）
　　・平成27年度は８月役員会で資料を作成提示しましたが、例年9月度役員会議で落ち葉対策を行うことを説明し、単位自治会長に対し落ち葉を回収していただける住民（前年度と変更がないか）の確認をします。（単位自治会長に対し調査依頼をします）
　　・落ち葉の回収をお願いする住民は八木山通り沿線の住民が対象となります。
　　・10月初旬に各務原市役所にごみ袋の支給申請をする必要があるため、9月中に回収をお願

　　　する住民の数が把握出来るよう、回答期限を決めて単位自治会長に調査を依頼します。
　　・9月役員会で使用（配布）する資料は「環境6-4（落ち葉回収実施文書）」・「環境6-2
　　　（前年度ゴミ袋配布先一覧表）」・「環境6-3（落ち葉回収沿線住民地図）」です。
　（2）行政に対するゴミ袋支給申請（10月）
　　・落ち葉を回収していただける住民の数が確定したら、10月初旬、各務原市役所道路課に
　　　住民の数分＋2～3袋分の支給の申請をします。平成27年度は10月上旬に申請をしました。
　　　申請のための書類はありません。市役所道路課訪問または電話による申請でかまいません。
　　・ゴミ袋は1袋10枚入りのもので、1軒（1住民）に1袋を配布することになりますが、
　　　申請したゴミ袋は10月下旬、平成27年度は環境正担当宅に届けられました。
　　・10月度役員会議では、落ち葉を回収していただける住民の数が確定していますので、
　　　単位自治会長にゴミ袋を配布する住民の数の最終確認をします。
　　・10月役員会議で使用（配布）する資料は修正した「環境6-2（今年度ゴミ袋配布先
　　　一覧表）」です。
　（3）住民に対する落ち葉回収の依頼とゴミ袋の配布（11月）
　　・11月度役員会議で単位自治会長に落ち葉回収お願い文書を配布し、単位自治会ごとの沿線
　　　住民の皆さんに対して落ち葉の回収作業を依頼します。
　　　「落ち葉回収お願い文書」は正・副環境委員連盟で作成し、単位自治会ごとに必要枚数を
　　　印刷し、単位自治会長に配布の依頼をします。
　　・環境正担当宅に届いたゴミ袋は役員会等の機会に単位自治会長に配布します。
その後は、単位自治会長の判断（単位自治会長→該当住民、単位自治会長→
　　　班長→該当住民）で配布されますので、環境委員が配布する必要はありません。
　　・11月度役員会議で使用（配布）する資料は「環境6-1（落ち葉回収お願い文書）」です。
　（4）落ち葉回収状況の確認と行政に対する回収・清掃の依頼（11月～12月）
　　・沿線住民の皆さんが回収した落ち葉のゴミ袋は、11月下旬から12月中旬の期間で3回程度
　　　各務原市の指定業者が回収します。
　　・この期間は場所によっては回収されず散乱した落ち葉も発生しますので、ゴミ袋の回収と同時
　　　に八木山通りの道路清掃も各務原市の指定業者が行います。
　　・期間中は落ち葉が散乱したりゴミ袋が残ったままの状態になると、住民の皆さんの苦情も発生
　　　しますので、環境委員が状況を把握し行政（道路課）と連携してください。
　　　平成27年度は、行政（各務原　市役所道路課）からの要望で毎週金曜日を回収日としたため、沿線住民の方には水曜日か木曜日に落ち葉ごみを木の根元に置くようお願いをしました。特に問題は起こりませんでした。
　　　なお、市の担当窓口は下記のとおりです。
　　　各務原市役所道路課電話番号：（直通）058-383-1961
　
　　　なお、10月にゴミ袋の支給申請をされる際に道路課街路樹担当者と「落ち葉対策」の作業段取りを打ち合わせされるとよいかと思います。
　　・配布されたゴミ袋についての改善要望あり。
　　　　２６年度の1月度役員会議で、落ち葉を回収するゴミ袋についての改善要望を受けました。
　　　住民に配布されたゴミ袋は市指定の「可燃ゴミ袋」ではなく、透明の厚手ゴミ袋10枚で
　　　したので汎用性がなく不評とのことでした。市は可燃ごみ袋ではコストがかかるので、透明厚手の袋での実施を継続しました。市は緑ゴミを出す場面で利用したり、住民で分け合い、もともとの必要数を少なく申請してほしいとのことでした。
８．その他　

◎　環境担当が管理所持している鍵は、集会所倉庫・集会所草刈機倉庫（環境倉庫）の２つです。

（名目は正担当の管理ですが、副が管理した方が良いと思います）

（集会所の入り口鍵は、各単位自治会副会長として、それぞれ別に保持します。）

· 単位自治会からの環境に関する照会の対応及び行政との折衝を適宜実施します。

各丁内単位での環境関係対応は、各単位自治会内での対応が原則ですが、内容状況に応じて

対応します。

９．参考として関係先をまとめています。

一覧表を参照ください。

以　　上
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